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１ 沼田市の概況 
 

（１）沼田市のあらまし 
沼田市は、東京から約１２５ｋｍの群馬県北部に位置し、赤城山や武尊山など日本百

名山に挙げられる山々に四方を囲まれています。東西に長く、標高は２５０ｍから２,０

００ｍ級の山岳まで較差があり、山岳・森林・高原・段丘・湖沼・河川・渓谷など、変化

に富んだ自然環境を有しています。 

市街地は、市域を南北に貫流する利根川とその支流の片品川・薄根川により形成され

た日本有数の河岸段丘上に広がっています。 

本市の総面積は４４３.４６ｋ㎡と広大で、群馬県の約７％を占め、全体の約８０％が

森林となっています。気候は比較的降水量の少ない夏冬・昼夜の寒暖の差の大きい内陸

型気候と日本海型気候の境界域となっています。 

このような地勢は、地域における産業や生活面などに様々な特色を生み出しています

が、「玉原高原」や国指定文化財「吹割の滝」など、スケールの大きい自然環境は、豊富

な温泉群やリゾート施設等と相まって、我が国でも有数の観光地としての資質を有して

います。 

古くは、天文元年（１５３２年）に沼田氏が居城して以来、明治に至る３００有余年の

間、真田・本多・黒田・土岐氏の城下町として栄えました。明治以後、北毛の交通の要衝

として、また、利根沼田圏域の商業の中心として開け、大正１３年（１９２４年）の上越

線の開通とともに、農林産物の集散地として一層の発展を見ました。戦後は、森林資源

を背景に木材関係の工場が多くなり、次第に産業の基盤を整えてきました。昭和２９年

（１９５４年）４月、沼田町を中心に利南村、池田村、薄根村、川田村の１町４カ村が合

併して市制が施行され、平成１６年（２００４年）に市制施行５０周年を迎え、平成１

７年（２００５年）２月１３日には利根郡白沢村、同郡利根村と合併し、現在に至って

います。 
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（交通） 

沼田市は、上越線と国道１７号によって東京と結びついているほか、ＪＲ上毛高原駅

に近接し、市内には関越自動車道・沼田インターチェンジ（以下ＩＣ）を擁しているな

ど、交通の要衝となっています。 

新幹線では東京から本市に隣接するみなかみ町のＪＲ上毛高原駅まで約８０分、在来

線ではＪＲ上野駅から特急を乗り継いでＪＲ沼田駅まで約１４０分、関越自動車道では

練馬ＩＣから沼田ＩＣまで約９０分と、首都圏はもとより全国からのアクセスが可能に

なっています。 

沼田ＩＣにつながる国道１２０号は「日本ロマンチック街道」として位置づけられ、

沿線は雄大な自然が展開し、周辺各地の観光地をつないでいます。市内には、一般国道

４路線、主要地方道２路線、一般県道１２路線があり、ＪＲ沼田駅などの拠点を中心と

したバス交通によって地域交通網が形成されています。 

 

 

 

地勢と主な交通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典等：沼田市都市計画マスタープランより 
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（２） 人口・世帯数の推移 
平成２６年（２０１４年）９

月３０日現在における本市の

人口は５１,０９５人で、合併

時の平成１７年（２００５年）

９月３０日時点の５５,５０３

人から９年間で約８％減少し

ています。 

同年の世帯数は２０,４５７

世帯で、平成１７年時点の１

９,５０８世帯から約５％増加

しています。 

年齢３区分別人口の構成比

は、平成２６年における年少人口（０～１４歳）は約１２％、生産人口（１５～６４歳）

は約５７％、老年人口（６５歳以上）は約３０％となっており、平成１７年時点から年

少人口数は約２２％、生産人口数は約１３％減少し、老年人口数が約１３％増加するな

ど、人口減少及び少子・高齢化が進行しています。 
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出典等：沼田市統計書、統計データより

出典等：国勢調査、群馬県平成 26年年齢別人口統計調査結果より 

年齢別人口の推移 
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（３） 土地利用状況 
本市の面積約４４,３４６ｈａの内訳は、平成２６年（２０１４年）１月時点で田畑等

の農地９.８％、宅地２.５％、山林・原野等８７.６％となっています。平成２０年（２

００８年）と比べ、田畑等農地が約３％減少し、宅地が約５％増えています。 

平成２２年（２０１０年）２月の農林業センサスでは、林野面積は３４,０３１ｈａで

市域の約７７％を占め、うち国有林が２４,５７５ｈａ（林野面積比７２.２％）で市域

の約５５％を占めています。 

また、都市計画区域は平成２４年（２０１２年）２月現在２,２５２ｈａ、市域の５.１％

で、そのうち用途地域が指定されている地域は８１４ｈａで、都市計画区域の３６.１％

となっています。 

なお、都市計画区域内の人口は全市民の約７０％弱を占めています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

出典等：沼田市統計書より 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）森林面積は、森林計画による森林面積 

出典等：関東農政局前橋地域センター、2010 年世界農林業センサス（農

山村地域調査）結果より 
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（４） 産業の状況 
沼田市の産業別の事業所数及び就業者数は、

平成２４年（２０１２年）２月１日現在で、事

業所割合が第１次産業約１％、第２次産業約２

２％、第３次産業約７７％の構成となっていま

す。また、就業者数も同様の傾向で、第１次産

業１.３％、第２次産業２５.７％、第三次産業

7３.０％の構成からなっています。 

合併により農林水産業など第１次産業の就

業者の割合が増加し、工業などの第２次産業の

就業者の割合が減少しています。 

 

① 農業 

農家数は専業農家＊・兼業農家数＊とも減少傾向となっています。平成２２年（２０１

０年）の農家数は２０年前の平成２年（１９９０年）と比べ約２５％、平成１７年（２０

０５年）比では約６％の減少となっています。また、経営耕地面積も減少しており、平

成２５年（２０１３年）では平成１７年（２００５年）比で約４％減少、水田が４５ｈ

ａ、畑が８７ｈａの減少となっています。 
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出典等：沼田市統計書、経済センサス-活動調査より 

（単位：戸、各年 2月 1日現在） 

※H12年度に調査項目変更 

出典等：沼田市統計書、世界農林業センサスより 

（単位：ha）各年 8月 1日、H16年以降 7月 15日現在 

農家数の推移 

経営耕地面積の推移 
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② 工業 

工業系事業所数（従業員４人以上）は減少傾向となっており、平成１７年（２００５

年）に比べ平成２４年（２０１２年）では４４事業所（約３０％）が減少しました。従業

員数も平成１９年から減少傾向となっており、平成１７年（２００５年）に比べ平成２

４年（２０１２年）では約２４％減少しました。 

製造品出荷額も平成１８・１９年に１,０００億円を超えましたが、その後減少し、平

成２４年（２０１２年）は約７７２億円と平成１９年（２００７年）比で約２９％の減

少となっています。 
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出典等：沼田市統計書、工業統計調査、経済センサス-活動調査より 

工業系事業所数・従業者数の推移（従業者 4人以上事業所） 

（各年 12月 31日現在､H23年は H24年 2月 1日現在） 

製造品出荷額等の推移（従業者 4人以上事業所） 

（各年 12月 31日現在､H23年は H24年 2月 1日現在） 
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③ 商業 

国で３年毎に実施されてき

た商業統計調査は、経済センサ

スの創設により平成２１年調

査は中止になり、平成２４年経

済センサス活動調査として公

表されました。 

平成１１年（１９９９年）以

降平成２４年（２０１２年）ま

での小売業・卸売業ともに、商

店数及び従業員数は減少して

います。 

また、年間商品販売額も小売

業・卸売業ともに減少傾向にあ

り、特に卸売業の年間販売額の

減少率が大きくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 観光 

観光入込客は、平成１９年度

（２００７年度）以降全体とし

て減少傾向となっていました。

特に平成２３年度（２０１１年

度）は東日本大震災の影響も考

えられ大きく減少しましたが、

平成２４年度は県内からの宿

泊客を除き、県外や県内からの

日帰り客、県外からの宿泊客と

もに増加しています。 
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出典等：沼田市統計書、商業統計調査,経済センサス-活動調査より
（H11年は 7月 1日､H9年･14年･16年・19年は 6月 1日、
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出典等：沼田市統計書、群馬県観光客数・消費額調査（推計）結果より 


